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【目的】 
看護学実習では、認知症を抱えながら生きる人々との関わりがあるが、その中で学生は困難を感じる
ことが報告されている。本研究では老年看護学実習における学生と認知症高齢者の関わりに焦点をあて、
困難感を伴いながらも認知症高齢者を理解していくプロセスの分析から学生の学びを明らかにし、老年
看護学実習の基礎資料としたい。 
【研究方法】 
N 大学看護学部に所属し、４年次に老年看護学実習Ⅱを履修し、研究協力に同意が得られた学生の記
録から無作為に選んだ実習記録を分析した。今回は分析事例の一つを報告する。倫理的配慮として、学
生には研究の主旨と概要、自由参加であること、プライバシー保護、成績と関係がないこと、データの
取扱い等を説明、施設の実習指導者には個人の特定につながる情報は伏せることを説明し、研究協力の
同意を得た。本研究は研究者が所属する大学の倫理委員会の承認を受け実施した。データ分析方法は、
実践の詳細な分析から媒介を通して人間の行為を解明してきた、媒介行為論（ワーチ,1991）の枠組み
を援用する。 
【結果と考察】 
学生 Aの実習記録から抽出されたプロセスには７つの局面があった。①〈対象者 Aさんの行動：徘徊〉
対象者 Aさん（以下 A さんと記載）が屋外へ出る際に、スタッフが GPSを準備し、A さんに身に着けて
もらっている様子をみて、A さんの行動を認知症の行動の枠組みと照らし合わせた。②〈加齢に対する
先入観〉A さんのうたたねに注目し、年だから寝ていると決めつけず、疲労や睡眠状況との関連性を考
えるべきだと振り返った。③〈スタッフが実施しているケア〉テキストとスタッフが実施しているケア
に相違点を発見し疑問を抱くが、スタッフの意図を考慮していなかったと振り返る。④〈生活にもっと
喜びを〉アクティビティの内容により、対象者の取り組む姿勢や表情が違うことに気がつく。⑤〈自分
の思い込み〉カード遊びを準備するが、A さんがうまくカードを扱えない様子を見て、対象者の力のア
セスメント不足に気がつく。⑥〈関わりっておもしろい〉学生の情動が初めて記された。A さんは記憶
障害があり、毎日ケアを積み重ねてもそれを記憶できないため、関係構築は難しいと自信を持てずにい
たが、実習後半時期に、A さんの方から挨拶があり、ケアの手ごたえを実感している。⑦〈Ａさんのや
りがい〉これまで慣れ親しみ面白さを実感するアクティビティの実施により Aさんにやりがいが生まれ
ると考え、A さんの表情をサインにし適切なアクティビティの模索が始まる。①②では、学生は A さん
の行動とテキストとを照らし合わせていることから、A さんの行動の理解はテキストの枠組みを介して
生まれたといえる。③ではスタッフの行動とテキスト内容との差異を見出しており、スタッフの目の前
のその人に応じたケア実践を介して認知症高齢者ケアへの理解が生まれたといえる。④では Aさんの背
景を踏まえ学生はケアを準備しており、A さんにとってのベストなケアを求める思いを介して、A さん
への理解が深まったと推測される。⑥⑦では情動への注目がみられ、これは認知症ケアの関心を高めた
媒介と考えられる。今回の分析結果から、認知症を抱えながら生きる高齢者との関わりの中では、テキ
ストの枠組み、認知症ケアの実践、ベストなケアを求める思い、認知症高齢者の情動に媒介され認知症
高齢者を理解していくという学びの構造が示唆されるが、一事例の結果にとどまっており、他の分析結
果と引き続き比較検討する必要がある。 
